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〇
三
回
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議

を
開
催
し
ま
し
た 

（
仮
称
）
上
石
津
学
園
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
集
め
た
意
見
を
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
会
議
で
共
有
し
て
い
ま
す
。 

令
和
三
年
十
一
月
九
日
（
火
）
に

行
わ
れ
た
第
三
回
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
で
は
、
十
月
二
十
二
日
に
実

施
し
た
第
二
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
の
意
見
を
確
認
し
ま
し
た
。 

大
垣
市
ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
を

見
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
に
指
名
さ
れ
た
代
表
者
が
グ

ル
ー
プ
内
の
意
見
を
総
括
し
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
様
子
を
振
り
返

り
な
が
ら
意
見
発
表
。
ど
の
グ
ル

ー
プ
も
将
来
の
学
校
の
姿
を
思
い

な
が
ら
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
真
剣
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
各
検
討
項
目
に
対
す
る
意
見

は
、
第
二
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報

告
書
と
し
て
上
石
津
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
ま
す
。 

ま
た
会
議
で
は
、
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
前
羽
島
市

立
桑
原
学
園
校
長
の
小
川
先
生
に
、

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て
の
講
話

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

講
話
で
は
、
義
務
教
育
学
校
が

地
域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
役
割

を
担
い
、
地
域
の
学
校
と
な
っ
て

い
く
こ
と
。
特
色
あ
る
学
校
を
作

っ
て
い
く
た
め
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
や
地
域
が
積
極
的
に
関
わ

り
な
が
ら
、
他
の
学
校
や
大
学
な

ど
の
組
織
と
も
連
携
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
話
を

伺
い
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
を
含
め
、
地
域
住
民
が
果
た
す

役
割
の
大
き
さ
を
あ
ら
た
め
て
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

義
務
教
育
学
校
の
設
立
に
向
け
て
⑥ 

第
三
回
（
仮
称
）
上
石
津
学
園
検
討
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

上
石
津
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

①地域による学校への支援のあり方 

 ・ふるさとの長老による歴史の語り部 

 ・英語の堪能な方の授業 

 ・自然の中で楽しみながら学習できる 

よう各分野の専門家を探す 

 ・各小学校で行われている茶摘みや太 

鼓などをそのまま続けて欲しい 

 ・長範みそ作り、伝統の刺し子 

 ・天文台での天体学習 

 ・ゴルフの体験 

 ・企業を学ぶ、地域の産業を学ぶ 

ワークショップにおける主な意見 

②校舎外の環境整備 

 ・広い駐車場の確保 

 ・バス停を学校敷地内に整備 

 ・グラウンド近くにトイレを設置 

 ・車が敷地内を一周できるような道路 

の整備 

 ・セキュリティ対策、全体的な安全対策 

 ・道が狭く暗いため、バス停から学校ま 

での街路灯の整備 

 ・スクールゾーンの設置 

 ・環境保全ボランティアを募る 

③通学路（スクールバス）について 

 ・バス停に防犯カメラを設置       ・登校（集合）場所は学校でも良い 

 ・県道をまたがないように、旧道内を通る ・低学年の下校はなるべく巡回を 

 ・集団下校はどうするのか        ・子どもの人数により柔軟に対応を 

  

上石津まちづくり 

協議会ＨＰ 
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